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【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   5/071    (2010.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月15日(2014.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約１０対１と約１対１の間のナトリウムイオン対カリウムイオンのモル比によって特徴
付けられる、哺乳動物細胞を増殖するための無血清細胞培養培地。
【請求項２】
　無タンパク質培地である、請求項１に記載の細胞培養培地。
【請求項３】
　ナトリウムイオン対カリウムイオンのモル比が約８対１と約６対１の間である、請求項
１又は２に記載の細胞培養培地。
【請求項４】
　ナトリウムイオンの濃度が約５０ｍＭと約９０ｍＭの間である、請求項１から３のいず
れか一項に記載の細胞培養培地。
【請求項５】
　カリウムイオンの濃度が約８ｍＭと約１２ｍＭの間である、請求項１から４のいずれか
一項に記載の細胞培養培地。
【請求項６】
　全アミノ酸濃度が約４０ｍＭと約１００ｍＭの間である、請求項１から５のいずれか一
項に記載の細胞培養培地。
【請求項７】
　全アミノ酸濃度に対する全イオン濃度のモル比が約１．９と約４の間である、請求項１
から６のいずれか一項に記載の細胞培養培地。
【請求項８】
　組換えポリペプチドを産生するための方法であって、請求項１から７のいずれか一項に
記載の培地中で哺乳動物細胞を培養すること、および組換えポリペプチドを発現させるこ
とを含む方法。
【請求項９】
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　培養条件が少なくとも１つの温度変動および／または少なくとも１つのｐＨ変動を含む
、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　培養をフェドバッチプロセスによって行う、請求項８または９に記載の方法。
【請求項１１】
　産生されるポリペプチドがグリコシル化されたものである、請求項８から１０のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１２】
　ポリペプチドが抗体または抗体断片である、請求項８から１１のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１３】
　哺乳動物細胞がＣＨＯ細胞、ＨＥＫ細胞およびＳＰ２／０細胞からなる群から選択され
る、請求項８から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　異なる成分を互いに混合する、請求項１に記載の細胞培養培地を作製するための方法。
【請求項１５】
　約７ｍＭと約１５ｍＭの間の濃度で塩化ナトリウムが添加される、請求項１４に記載の
方法。
【請求項１６】
　約８ｍＭと約１２ｍＭの間の濃度で塩化カリウムが添加される、請求項１４または１５
に記載の方法。
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